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    地域地域地域地域をををを想想想想いいいい、、、、熱熱熱熱いいいい意見意見意見意見をををを交交交交わしましたわしましたわしましたわしました    

    五年後五年後五年後五年後・・・・十年後十年後十年後十年後のののの富山地区富山地区富山地区富山地区のののの姿姿姿姿をををを見据見据見据見据えたえたえたえた、、、、第一回目第一回目第一回目第一回目のののの「「「「富山富山富山富山のののの地域地域地域地域づくりをづくりをづくりをづくりを考考考考ええええ

るるるる会会会会」」」」がががが千葉工業大学鎌田元弘教授千葉工業大学鎌田元弘教授千葉工業大学鎌田元弘教授千葉工業大学鎌田元弘教授をををを迎迎迎迎えてえてえてえて、、、、八月二十七日八月二十七日八月二十七日八月二十七日にににに富山公民館富山公民館富山公民館富山公民館でででで開催開催開催開催されされされされ

ましたましたましたました。。。。    

    「「「「富山富山富山富山のののの地域地域地域地域づくりをづくりをづくりをづくりを考考考考えるえるえるえる会会会会」」」」発起人発起人発起人発起人がががが参加参加参加参加をををを呼呼呼呼びかけびかけびかけびかけ、、、、自主的自主的自主的自主的にににに応募応募応募応募したしたしたした「「「「地地地地

域域域域づくりづくりづくりづくり」」」」にににに意欲意欲意欲意欲のあるメンバーがのあるメンバーがのあるメンバーがのあるメンバーが出席出席出席出席しましたしましたしましたしました。。。。    

    当日当日当日当日はははは、、、、考考考考えるえるえるえる会発起人代表会発起人代表会発起人代表会発起人代表のののの前田正昭区長会長前田正昭区長会長前田正昭区長会長前田正昭区長会長のあいさつでのあいさつでのあいさつでのあいさつで始始始始まりまりまりまり、「、「、「、「市民協働市民協働市民協働市民協働

によるによるによるによる地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり」」」」とととと題題題題したしたしたした鎌田教授鎌田教授鎌田教授鎌田教授のののの講義講義講義講義をををを聴聴聴聴いたいたいたいた後後後後、、、、五五五五つのグループにつのグループにつのグループにつのグループに分分分分かれてかれてかれてかれて

ワークショップワークショップワークショップワークショップ（（（（懇談会形式懇談会形式懇談会形式懇談会形式のののの話話話話しししし合合合合いいいい））））をををを行行行行いいいい、、、、少少少少しでもしでもしでもしでも自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの地域地域地域地域をよくすをよくすをよくすをよくす

るためにるためにるためにるために出席者全員出席者全員出席者全員出席者全員がががが知恵知恵知恵知恵をををを絞絞絞絞りりりり夢夢夢夢やややや課題課題課題課題をををを語語語語りりりり、、、、熱熱熱熱いいいい意見意見意見意見をををを交交交交わしましたわしましたわしましたわしました。（。（。（。（詳細詳細詳細詳細

はははは２２２２・・・・３３３３ページにページにページにページに掲載掲載掲載掲載））））    

 「地域づくり」について何か行うこ

とが、義務的であったり、苦痛となる

ようだと面白くないものだと思いま

す。参加する人が、楽しめることが、

何より地域活力につながるのだと思い

ます。 

 活動を通じて、人がつながりネット

ワークが広がる、一人ひとりが「楽し

める居場所」が増え生きがいにつなが

る、そんな魅力ある南房総を願いたい

と思います。 
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目
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て
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い
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 ※この「トミー協働つう

しん」は、協働でつくる地

域づくりを推し進めていく

ための情報発信広報です。

毎月一回の発行を予定して

います。なお、「トミー協

働つうしん」の名前は、

「トミー」の名で親しまれ

ている富山地区内を走る路

線バスの名前から仮につけ

ました。この協働つうしん

の名は、これから協議会設

立の際に、会員の皆様に名

付けていただきます。 
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 久枝久枝久枝久枝
く しく しく しく し

のののの海岸海岸海岸海岸（（（（ふるさとふるさとふるさとふるさと富山富山富山富山をををを参照参照参照参照）））） 

 富山代表する民話に大太法師（だいたほ

うし）があります。大男、大太法師の足に

ついていた砂が落ちて、遠浅の久枝の浜に

なったといいます。 

 久枝の浜は、江戸の頃から地引網が盛ん

で、広い砂浜には鰯の干場しても最適でし

た。また昭和前期には、波打際近くから防

風林にかけて、乳牛の飼料となる塩分を含

んだ柔らかく繊維に富む野草が繁茂してい

ました。このような好条件から久枝の人の

中には、酪農に精を出す人が多かったよう

です。 

 そして、「遠浅の海きよらかに子等あま

た群あそびいる岩井よろしも」の菊池寛の 

歌の如く、戦前から

子供の海として、関

東一円に知られるよ

うになりました。 
    「「「「秋景色秋景色秋景色秋景色、、、、夏賑夏賑夏賑夏賑わいのわいのわいのわいの、、、、海海海海にににに里里里里」 

 今年の夏は梅雨明けも早くて、猛

暑日が何日も続き、岩井海岸も大い

に賑わいました。また、あまりにも

厳しい暑さで、体調を崩された方も

いたのではないでしょうか。 

 「地域づくりを考える会」は第一

回目が終わり、会員の皆さんにはよ

い知恵を出していただき、「より元

気のある地域づくり」に向けてス

タートしました。私たちも皆さんと

一緒に、元気の出る地域づくりに歩

んでいきます。よろしくお願いいた

します。 ＫＫＫＫ・・・・ＭＭＭＭ地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり支援員支援員支援員支援員 

◆伏姫伏姫伏姫伏姫とととと八房八房八房八房のたわのたわのたわのたわ言言言言◆ 
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第

２
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目
の
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 トミートミートミートミー協働協働協働協働つうしんでつうしんでつうしんでつうしんで

はははは、、、、皆皆皆皆さんにさんにさんにさんに末長末長末長末長くくくく楽楽楽楽しししし

んでんでんでんで読読読読んでいただこうんでいただこうんでいただこうんでいただこう

とととと、、、、地域地域地域地域のいろいろなのいろいろなのいろいろなのいろいろな情情情情

報報報報のののの掲載掲載掲載掲載をををを予定予定予定予定していましていましていましていま

すすすす。。。。    

    私私私私たちのたちのたちのたちの地域地域地域地域ではではではでは、、、、ここここ

んなおんなおんなおんなお宝宝宝宝がががが眠眠眠眠っているっているっているっている。。。。

こんなこんなこんなこんな特産品特産品特産品特産品があるがあるがあるがある。。。。ここここ

んなイベントがあるんなイベントがあるんなイベントがあるんなイベントがある。。。。ボボボボ

ランティアランティアランティアランティア活動活動活動活動をしたいをしたいをしたいをしたい

メンバーをメンバーをメンバーをメンバーを探探探探しているしているしているしている。。。。

などなどなどなどなどなどなどなど、、、、ふるっておふるっておふるっておふるってお寄寄寄寄

せくださいせくださいせくださいせください。。。。    

富山富山富山富山のいろいろなのいろいろなのいろいろなのいろいろな    

情報情報情報情報をおをおをおをお寄寄寄寄せくださいせくださいせくださいせください    
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ごごごご存存存存じですかじですかじですかじですか、、、、こんなこんなこんなこんな活動活動活動活動    

    富山地区内富山地区内富山地区内富山地区内ではではではでは、、、、産業産業産業産業・・・・環境環境環境環境・・・・福祉福祉福祉福祉・ボランティ・ボランティ・ボランティ・ボランティ

ア・ア・ア・ア・公民館活動公民館活動公民館活動公民館活動にいろいろなにいろいろなにいろいろなにいろいろな団体団体団体団体がががが、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの目目目目

的的的的をもっていろいろなをもっていろいろなをもっていろいろなをもっていろいろな活動活動活動活動をしていますをしていますをしていますをしています。。。。今月今月今月今月はははは、、、、

ＥＣＯＭＥＣＯＭＥＣＯＭＥＣＯＭ竹燈竹燈竹燈竹燈をごをごをごをご紹介紹介紹介紹介しますしますしますします。。。。    

                        ～～～～第一回富山第一回富山第一回富山第一回富山のののの地域地域地域地域づくりをづくりをづくりをづくりを考考考考えるえるえるえる会会会会をををを開催開催開催開催～～～～    
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私私私私のののの考考考考えるえるえるえる地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり②②②②    



    話話話話しししし合合合合いがいがいがいが    

    どのようにどのようにどのようにどのように進進進進んでいくかんでいくかんでいくかんでいくか楽楽楽楽しみしみしみしみ    
    

●●●●    新しい会議の進行方法に、初めに戸惑いがありま

した。でも、スムーズに楽しく話し合いを進めるこ

とができました。 

 

●●●●    一つひとつのことを深く考えてみる機会が持てて

よかった。 

 

●●●●    課題の発表するところがなくて残念、是非、何 

かをまとめて市政に反映させたい。 

 

●●●● 身の回りには問題になることが沢山あることがよ

くわかりました。次回のテーマで考えてくること

を、前もって教えてほしいと思いました。 
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    第一回目第一回目第一回目第一回目のののの富山富山富山富山のののの地域地域地域地域づくりをづくりをづくりをづくりを考考考考えるえるえるえる会会会会はははは、「、「、「、「自分自分自分自分たちのまたちのまたちのまたちのま

ちをちをちをちを、、、、トンボのトンボのトンボのトンボの目目目目でででで見見見見てみようてみようてみようてみよう」」」」とととと題題題題しししし、、、、地域地域地域地域のののの宝宝宝宝「「「「いいとこいいとこいいとこいいとこ

ろやコトろやコトろやコトろやコト」」」」とととと、、、、地域地域地域地域のののの課題課題課題課題「「「「ちょっとちょっとちょっとちょっと困困困困ったったったった、、、、これからこれからこれからこれから不安不安不安不安」」」」

をををを考考考考えるえるえるえる…………のののの二二二二つのテーマについてつのテーマについてつのテーマについてつのテーマについて五五五五つのグループでつのグループでつのグループでつのグループで、、、、ワークワークワークワーク

ショップショップショップショップ（（（（懇談会形式懇談会形式懇談会形式懇談会形式のののの意見交換意見交換意見交換意見交換））））をををを行行行行いましたいましたいましたいました。。。。    

    参加者参加者参加者参加者からはからはからはからは、、、、日頃日頃日頃日頃、、、、仕事仕事仕事仕事やボランティアやボランティアやボランティアやボランティア等等等等でででで活動活動活動活動しているしているしているしている

経験経験経験経験からからからから意欲的意欲的意欲的意欲的にさまざまなにさまざまなにさまざまなにさまざまな意見意見意見意見がががが出出出出されされされされ、、、、市民市民市民市民のののの手手手手でででで地域地域地域地域をををを

よくするよくするよくするよくする仕組仕組仕組仕組みづくりがみづくりがみづくりがみづくりが、、、、いよいよスタートしましたいよいよスタートしましたいよいよスタートしましたいよいよスタートしました。。。。    
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 初めに、日頃、参加者が自分

たちの感じている富山の魅力や

地域の課題などを付箋に書き、

自分の思いを語りながら模造紙

に貼り付け、関連する事柄をま

とめて、一つにくくる作業を行

いました。ワークショップ作業

は、すべてのグループが参加者

から選ばれた進行役で進めら

れ、真剣な中にも笑いの絶えな

い和気あいあいのうちに、時間

のたつのも忘れて話し合いを進

めていました。 

 最後には、話し合った結果を

班ごとに、想いを貼り付けた模

造紙を使って、ユーモアを交え

て発表を行い、ワークショップ

を終了しました。 

  

発起人代表発起人代表発起人代表発起人代表あいさつのあいさつのあいさつのあいさつの要旨要旨要旨要旨                         
～～～～地域地域地域地域づくりをづくりをづくりをづくりを考考考考えるえるえるえる会発起人会発起人会発起人会発起人    
                                            前田正昭前田正昭前田正昭前田正昭さんさんさんさん～～～～    

 建設的建設的建設的建設的でででで活発活発活発活発なななな    
                    意見交換意見交換意見交換意見交換をををを    
  
 地域づくりを考える会は、市が

地域の皆さんと進めていく協議会

発足のための話し合いの場です。

富山を活気ある住みよいまちにす

るために、建設的で活発な意見交

換をお願いします。 

これからこれからこれからこれから伸伸伸伸ばしたいばしたいばしたいばしたい地域地域地域地域のののの魅力魅力魅力魅力やややや    

                    課題課題課題課題などをなどをなどをなどを話話話話しししし合合合合うううう    
講演講演講演講演のののの要旨要旨要旨要旨    

        ～～～～千葉工業大学千葉工業大学千葉工業大学千葉工業大学    鎌田元弘教授鎌田元弘教授鎌田元弘教授鎌田元弘教授～～～～    

  市民協働市民協働市民協働市民協働によるによるによるによる地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり 
  

 「協働」とは、お互いの特性や能力を持

ち寄って、連携協力することです。市民と

行政が対等になり、違った意見を活かしあ

うことです。「協働」について南房総市で

は、住んでよかったと思える地域づくりを

方針にあげています。 

 協働の一番の効果は、参加していて喜び

や感動を感じられることです。そして、こ

れからは市民が同じ方向を見るようにする

ことが大切です。また、市内それぞれの地

域に地域推進室を設置し支援員が配置され

たことで、行政区に加えて、市民の持ち味

を活かした取り組みが期待できます。 

講
演

講
演

講
演

講
演

す
る

す
る

す
る

す
る

鎌
田

教
授

鎌
田

教
授

鎌
田

教
授

鎌
田

教
授

    

 
和

気
和

気
和

気
和

気
あ

い
あ

い
の

う
ち

に
ス

ム
ー

ズ
に

あ
い

あ
い

の
う

ち
に

ス
ム

ー
ズ

に
あ

い
あ

い
の

う
ち

に
ス

ム
ー

ズ
に

あ
い

あ
い

の
う

ち
に

ス
ム

ー
ズ

に
作

業
作

業
作

業
作

業
が ががが

進
行

進
行

進
行

進
行

し ししし
、 、、、

    

    
こ

れ
か

ら
の

こ
れ

か
ら

の
こ

れ
か

ら
の

こ
れ

か
ら

の
富

山
像

富
山

像
富

山
像

富
山

像
を ををを

語 語語語
り りりり

合 合合合
う ううう

Ｄ ＤＤＤ
グ

ル
ー

プ
の

メ
ン

バ
ー

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
グ

ル
ー

プ
の

メ
ン

バ
ー

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
 

発起人代表発起人代表発起人代表発起人代表のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ

をするをするをするをする前田区長会長前田区長会長前田区長会長前田区長会長    
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各

班
と

も
地

域
を

想
う

多
く

の
意

見
が

出
さ

れ
ま

し
た

が
、

今
回

は
、

C
班

と
E
班

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
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の
結

果
を
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載

し
ま

す
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次
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以
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は
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・
B

・
D

班
を

紹
介

し
ま

す
。

 

 地域の宝の中にはこれを活か

すための課題が隠れています。

課題の中にはこれを解消するこ

とによって宝にもなることもあ

ります。まさに、地域の宝と課

題は表裏一体の関係にありま

す。これから、皆さんから出さ

れたアイデアを掘り下げて、地

域市民ができる事業は何か、話

し合っていきます。 

市民市民市民市民にできることはにできることはにできることはにできることは何何何何かかかか    

    話話話話しししし合合合合っていきますっていきますっていきますっていきます    

‼
 


